
奈良県市町村職員共済組合
保養施設利用助成対象施設保養施設のご案内

※本組合が発行する「宿泊施設利用助成券」は、公務による使用はできませんので、ご注意ください。

＊料理写真はイメージです。

お問い合わせは

奈良県市町村職員共済組合員様

夕食時ワンドリンク 
サービスいたします。

① ご夕食時に１階レストランで
 ご利用できます。
② ワンドリンクは
 生ビール、日本酒（１合）、
 ワイン、ソフトドリンクに
 限ります。

限定特典

奈良県市町村職員共済組合組合員のみなさまへ
開業２０周年を迎えリニューアルいたしましたホテルピアザびわ湖から

〒520-0801
大津市におの浜1－1－20
http://www.hotelpiazza.com/

■ ご夕食は、レストランにて琵琶湖を眺めながら旬の食材を生かしたお料理（和食・洋食）をお楽しみいただけます。
■ ご朝食は和洋バイキングをご用意しております。
■ ご利用人数・お部屋タイプにより宿泊料金は変わります。詳しくはホテルにお問い合わせください。
■ 表示プランは、びわ湖花火大会・年末年始を除きます。

有効期限： ２０２０年３月３１日（火）まで
ご利用料金： お1人さま  １３,５００円（税・サ込）から

お申込み時に「奈良県市町村職員共済組合 組合員」とお伝えいただき、当日「組合員証」「宿泊利用助成券」をご提示ください。

077-527-6333077-527-6333

得々1泊 2 食付きプランのお知らせ
ご夕食と朝食がセットになった大変お得なプランとなっております
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口腔内の清掃によりリスク低減が可能
口腔ケアを定期的に

歯周病原因菌が肺・気管支に感染して 
肺炎を発症

高齢者・寝たきりの方など
嚥下（飲み込み）機能が低下してくると・・・ 35%

口腔ケア群と対照群の発熱発生者数
肺炎発症者数、肺炎による死亡者数
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（  ）内は、2005年のデータを示す　2005年人口動態統計月報年計（概数）の概況より作図

‘60 ‘65 ‘70 ‘75 ‘80 ‘85 ‘90 ‘95 ‘052000

日本における死因別にみた死亡率の年次推移
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口腔内の細菌

食道 気管

肺

重度の歯周病になると歯周病炎症層から侵入する歯周病原性菌に
対する生体反応の結果、TNF-α等生理活性物質が算出され
インスリン抵抗性が惹起され、血糖コントロールが悪化する

医科・歯科連携による糖尿病と歯周病へのアプローチ

誤嚥性肺炎･･････ 癌、心臓病、脳卒中に次いで日本人の死因の第4位を占める呼吸器疾患

糖尿病になると歯周病が悪化する

その3これからの口腔保健

（一社）奈良県歯科医師会 出典：『「歯の健康」から「全身の健康」へこれからの口腔保健』記事提供

「 歯 の 健 康 」 か ら「 全 身 の 健 康 」 ヘ

H20年度地域保健総合推進事業「歯科・医科連携による歯周疾患アプローチに関する研究」 より改変
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糖尿病 歯周病
免疫機能低下・歯肉病血管障害

結合組織代謝異常唾液分泌低下を招く
歯周病は糖尿病の6番目の合併症

ミネラル類・ビタミン類
食物繊維が摂取不足にな
り炭水化物の摂取が増加

●血糖値のコントロ ー ル
●食事・運動指導
●合併症防止の為の病診・診診連携

●�糖尿病患者に対する各歯科医療機関の
役割明確化

●専門歯科医と 一 般歯科医の連携

◎歯科医院で行う生活習慣の指導の充実 
◎口腔清掃を中心とした健康管理の評価 
◎咀嚼機能の回復（通常の歯科治療）

◎糖尿病と歯周病との関連性を理解する 
◎糖尿病患者を歯科医院へ紹介する

噛 み にくい�
食品を避ける

歯の動揺・喪失

歯周病に罹患していると血糖コントロールが困難になる

歯周状態が悪化すると糖尿病を助長する食生活に陥りやすい
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医科・歯科連携
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